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1 次の行列式を求めなさい．【各 1点】
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である. A の逆行列を求めなさい.
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である. B の余因子行列を求めなさい.



 

4 行列
(

1 −3

2 1

)
が定める 1次変換を f とする. また,

座標 (2,−3) の点を P とする．このとき，次の問に答え
なさい．

(1) 点 Pの f による像の座標を求めなさい.

(2) f(Q) =P となる点 Qの座標を求めなさい.

5 1次変換 f によって，点 (1, 4)は点 (−2,−1)に移り，
点 (5, 8)は点 (2, 3) に移るとする．このとき, f の行
列を求めなさい．

6 直線 ℓ : y = x に関する対称移動は 1次変換となり, そ
の行列は次のように求めることができる; 点 P(a, b)の像
を Q(a′, b′)とおくと, (i) Pと Qを通る直線は ℓ と直交
するので,

b− b′

a− a′
= −1 (∗1)

が成り立つ. また, (ii) Pと Qの中点は ℓ上の点なので,

b+ b′

2
=

a+ a′

2
(∗2)

が成り立つ. (∗1)(∗2)式を a′, b′ の連立方程式とみて解
くと

(
a′

b′

)
=

(
b

a

)
=

(
0 1

1 0

)(
a

b

)

を得る. よって, この変換の行列は
(

0 1

1 0

)
となる.

これを参考にして, 直線 y = mx に関する対称移動の行
列を求めなさい.


